
令和３年度　地域で決める学校予算事業　計画書

►若草中学校　運営委員会

🌸若草中学校区　　　

生まれ育った地域に誇りを持ち、多様な進路選択ができる子どもの育成
・よく学び、豊かに表現できる子ども ・思いやりがあり命を大切にする子ども　・あいさつができる子ども

►若草中学校区　地域教育協議会

地域・子ども
の現状

・年々、校区内の園児、児童、生徒数が減少しているのが現状である。地域、保護
者の方々は校園への協力を惜しまず、よく声かけをして頂いている。本校区の校園
では連携を大切にしながら教育活動を進めており、「学校園と地域や保護者がつな
がる」「指導者がつながる」ことを大切にし、幼・小・中を通じ、１１年間の子育
てに１つの道筋ができればという思いで活動を進めている。

伸ばしたい
子どもの
具体的な力

・自他の命を大切にし、自尊感情や社会的な規範意識の向上を目指し、あいさつ等
基本的な生活習慣を身につけさせたい。
・夢や希望の実現に向け、粘り強く努力する力を身につけさせたい。
・地域との連携、協働する中で、地域に誇りを持ち、地域の良さを発信できる力を
つけさせたい。

取組内容

・講演会やフィールドワークによる「奈良を知る　地域を知る」
学習を進め、ホームページや校区交流ルームを整備し、広報活動
を活性化をさせる。
・地域コーディネーター会議を充実させ、各校園の取組のアピー
ルや見学会を推進し、繋がりを更に深めていく。
・地域や保護者の方々で気軽に参加できる地域合同文化講演会で
は「華厳～ひとりひとりが華であるという考え方～」「松永久秀
と多聞城」「西大寺と叡尊」と題して３年のサイクルを維持し、
３０年以降も開催を継続していく。

学校園・子ども
の現状

「行事に燃える若中生」と言われるくらい、文化祭や体育大会などの行事では仲間
とともに熱心に取り組み、素晴らしい成果を上げている。しかし、全学年において
低学力の生徒が多く、自ら学ぶ姿勢に乏しい。授業中、落ち着けない生徒や家庭学
習習慣が定着していない生徒も多い。これらの生徒に生きて働く真の学習を身につ
けるため、教科学習に力を注ぎ、体験学習に重点をおいた学習を進めている。ま
た、研究授業を通し、授業や指導法の改善を図り、工夫している。

伸ばしたい
子どもの
具体的な力

・学習習慣や学習規律を定着させ、学力の向上に向け、積極的に学習に取り組む
力。
・夢や希望、目標を持って生活し、実現に向けて粘り強く取り組む力。
・自尊感情や社会的な規範意識を高めるために、基本的生活習慣を確立する力。

取組内容

・基礎、基本の繰り返しや基本的な学習習慣の確立を通して、生
徒が生き生きと活躍する場を設定する。
・将来を見据えた進路選択に役立つ取組の充実を図る。
・授業で身につけた学びの力を学校行事や発表会、生徒会活動等
で発揮できる場を設定する。
・命、人権を大切にする日々の取組の充実を図る。
・心和む学習環境を整備する。

めざす子ども像
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取組内容

・地域との関わりを通して学びを深め、地域の人々とともに共存
し、ともに歩んでいこうとする子どもを育てる。
・自然観察や環境整備を進める中で自然の大切さやいのちの尊さ
を学び、地域に貢献しながら生きる豊かな心をもつ子どもを育て
る。

►鼓阪小学校　運営委員会

学校園・子ども
の現状

昔は、地域との結び付きは大変強かったが、児童数が年々減少し、学校と地域や地
域住民同士の繋がりが希薄となりがちな現状である。子ども自身も室内遊び（携帯
電話、携帯ゲーム機）が多くなり、校区内にたくさんの「すてき」があるにも関わ
らず、知らずに過ごしている場合が多い。学校が「ひと」「もの」「こと」との出
会いを演出することで、地域の教育力の核となり、互い の結び付きを深め合えるよ
うにする手立てを講じることが必要な現状である。

伸ばしたい
子どもの
具体的な力

・地域と繋がりを大切にし、自らの地域を誇れるようにする。
・地域との関わりから自ら課題を見つけ、解決方法を探り、みんなに発信する。
・自他の命・自然を大切にする。

取組内容

・地域すてきに出会う（フィールドワーク、聞き取り、菜の花プ
ロジェクト、ニッポンバラタナゴ保全活動、鼓阪ふれあい夏祭り
等）
・環境整美（図書館の整備、花いっぱいプロジェクト、クリーン
アップつざか、ふれあいそうじ等）

►佐保小学校　運営委員会

学校園・子ども
の現状

長年にわたり「佐保に生きる」をテーマとして、学年に応じて生活科、総合的な学
習の時間を中心に学習活動を進めている。「地域・福祉・環境・自己を見つめる」
をねらいとして、自分たちの住む町佐保のよさを知り佐保に誇りをもつ児童を育て
ようと長年にわたって取組を進めている。また、地域に向けての発信として、マー
チング活動では多くの方の賞賛を頂き、ビオトープでも地域の方々の支援や関わり
も多くなってきている。このような取り組みを通して、日常のあいさつをはじめ、
相手意識を持っての行動や表現が高まってきている。

伸ばしたい
子どもの
具体的な力

・学びを大切にし、自分の考えや思いを豊かに表現できる力。
・相手の気持ちを思いやり、いじめや差別を許さない実践力。
・挨拶から、地域の人々・歴史・自然のありがたさに気付いていける力。
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取組内容

・地域の教育力を活かし、「さほっ子クラブ」(剣道・柔道・華
道・茶道）や「お話の会」などを実施し、日本の伝統文化と地域
の良さを知る。
・未就園児保育「子育て広場さほ」や小学生との交流で、異年齢
の子どもとの関わりを立案実践する。
・体力づくりに取り組んだり、季節に応じた園内外の自然環境に
触れ親しむ。
・子どもが能動的に関わろうとする安心・安全な環境を構成す
る。

►鼓阪北小学校　運営委員会

学校園・子ども
の現状

○「菜の花プロジェクト」を中心とした様々な取組は、これまで継続発展的に進め
てきたため、児童や保護者・地域の方に浸透してきている。
　児童にとって、地域の方々と触れ合いは貴重な体験活動の一つであり、ボラン
ティアによる多方面からの支援・援助が児童の多角的な学びに繋がっている。

伸ばしたい子ど
もの具体的な力

○生活科や総合的な学習の時間を中心とした多様な体験を通して多くの出会いの場
を設定しながら、世界遺産学習や環境教育に繋げた取組を行っている。これらの学
習から、地域に誇りを持ち、地域に育つ喜びを感じ取らせたい。また、人との関わ
り方や物の見方・考え方に広がりを持たせ、自らの考えを伝えられる児童の育成を
目指している。

取組内容

○中学校区のテーマである「世界遺産と環境」と関わりの深い取
組である「菜の花プロジェクト」を本校のESDの柱とし、世界遺
産学習、環境教育、福祉交流学習等の「総合なら」と関連させな
がら一体的な推進を図る。○様々な体験を通して、地域の方々と
の協働や共生を学ぶ。

►佐保幼稚園　運営委員会

学校園・子ども
の現状

本園は、文化遺産や自然に囲まれ地域の教育力も高く、地域と園が共に子どもを育
てる体制が構築されている。このような恵まれた環境の中で、子どもたちは、様々
な人・もの・こととの関わりを通して体験活動を積み重ね、豊かな心情や意欲、態
度が育まれてきた。一方、3年保育のニーズが高まり、保育料無償化の影響もあ
り、園児数が年々減少傾向にある。また、近隣公立園の閉園に伴い複数の小学校区
から通園している。このような現状から、保護者の意識の連携・協働を引き続き進
める必要がある。

伸ばしたい
子どもの
具体的な力

・健康でたくましく生きる力
・よく考えて工夫し、最後までやり遂げる力
・願いを出し合い、仲間と共に遊びを創り出す力
・夢をもちのびのびと表現する力
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取組内容

・地域の方々や保護者と共に花壇、畑等の菜園活動に取り組む。
・地域の伝統文化を学び、地域に誇りを持つ心を育む。
・地域や小学校との交流や経験を通し、豊かな心を育む。
・体力づくりに取り組み「生きる力の基礎」を培う。

►若草こども園　運営委員会

学校園・子ども
の現状

たくさんの地域の方に協力していただき、恵まれた環境の中で保育・教育を行って
いる。また、その中で子ども達は、様々な経験を通じて豊かな心を育んでいる。し
かし、園児数の減少で、限られた集団の中での自己発揮はできるが、大人数でのコ
ミュニケーションが苦手という一面もある。地域の方々と触れ合う機会を大切に
し、さらに多様な体験活動を積み重ねていく必要がある。

伸ばしたい
子どもの
具体的な力

・心身ともに健康で、たくましく生きる力
・自ら考え、最後までやろうとする力
・友達を思いやりながら、支え合う力


